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第１回まちづくり交付金評価委員会 議事録 
 

【司会：栗原都市整備課長】 

本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

 ただいまから、第１回まちづくり交付金評価委員会を始めさせていただきます。

本日、司会を担当いたします都市整備課課長の栗原でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 それでは、開会にあたりまして、建設産業部長の小林仲よりごあいさつ申し上げ

ます。 

【小林建設産業部長より挨拶】 

 本日は、まちづくり交付金評価委員をお願いいたしましたところ、快くご承認く

ださいまして誠にありがとうございます。本日のまちづくり交付金評価委員会につ

きましては、後でご説明申し上げますが、中心市街地活性化事業の中の一環として、

評価委員会を設置するものでございます。その辺をご理解いただきたいと存じます。 

また、常日頃、各委員の皆様には当初から町行政に対しご尽力賜りまして、この

場をお借りいたしまして厚く御礼申し上げます。 

 このまちづくり交付金つきましては、市町村が作成する都市再生整備計画に基づ

きまして実施される事業でございまして、国等から交付金として交付される制度を

町は活用したわけでございまして、地域の歴史・文化・自然環境等の特性を活かし

た地域主導の個性あふれるまちづくりを実施するということでございまして、全国

の都市の再生を効率的に推進する事業でございます。そこで、私ども高根沢町とい

たしましても、宝積寺の中心市街地を平成１６年度に国庫補助事業として、全国私

ども３００番前後ですが認可を受けまして、導入を図ったわけでございます。 

この補助金の特徴といたしましては、従来の補助事業というのは１つの事業を目

的にやっていますが、これは市町村の自主性・裁量性が大幅に採用されまして、地

域の創意工夫を活かした事業ということございますので、ハードからソフト事業ま

での幅広い事業が上程されるということでございます。 

また、もうひとつの制度の特徴としては、事前にまちづくりの目標や、記載され

る数値目標を設定して、事業終了時にその達成状況や今後のまちづくりの方策を整

理し、評価することが義務化されている、そういう意味で、本日のこの評価委員会
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というのは、事後の事業に対して様々なお立場・お考え方からご意見をいただきま

して、その内容を国に報告ということでございますので、本日はご忌憚のないご意

見を賜ればというふうに思っております。ですから、後で議事録も整理して、具体

的で見易いものにして国に報告させていただきます。また、本日は、この事業の概

要と状況報告を申し上げさせていただきまして、できれば現地もご案内申し上げた

りいたしまして、最終的なご意見をまとめてこの評価委員会の意見といたしたいの

で、よろしくお願い申し上げます。どうぞ本日はよろしくお願いいたします。 

【司会：栗原都市整備課長】 

ありがとうございました。なお、建設産業部長の小林につきましては、別件の公

務がございますので、大変申し訳ございませんけれどもここで退席させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

それでは、今回初めての委員会ということでございますので、委員の方のご紹介

をさせていただきます。では、名簿順にご紹介申し上げたいと思います。 

 まず、橋本和彦様。橋本様は、社団法人全日本土地区画整理士会栃木県支部まち

づくり専門家で、元栃木県都市計画課長でいらっしゃいます。 

 つづきまして、石塚良徳様。石塚様は、高根沢町都市計画審議会委員、また高根

沢町代表監査委員でございまして、元栃木県労働委員会事務局長でいらっしゃいま

す。 

 つづきまして、加藤晴一様。加藤様につきましては、高根沢町都市計画審議会委

員、また高根沢町区長会会長で、元高根沢町教育長でいらっしゃいます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

ここで、事務局員の自己紹介をさせていただきます。 

私、都市整備課長の栗原でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【事務局：糸井リーダー】 

 都市整備課都市整備担当リーダーの糸井鉄夫です。よろしくお願いいたします。 

【事務局：鈴木サブリーダー】 

 都市整備課都市整備担当サブリーダーの鈴木久雄です。よろしくお願いいたしま

す。 

【事務局：山口】 

 都市整備課都市整備担当の山口克之です。どうぞよろしくお願いいたします。 


































